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1 はじめに 

レーダーは近年では車の衝突防止レーダーや観測

装置など様々な場面で活躍している。広帯域なアンテ

ナとして周波 数 変化によらず特性インピーダンスが一

定となる自己補対アンテナ[1]がある。図 1 に示すよう

に同軸ケーブルで給 電するオクターブバンドアンテナ

を作成した[2]。オクターブバンドを利用する FMCW レ

ーダーにより距離 分解 能 を向上 することを目指してい

る。アンテナの試作と解 析 は良好に一致することが確

認されている [3]。 

 

2 研究目的  

ミリ波帯において超広帯域 FMCW レーダーに用い

るオクターブバンドアンテナの特性を明らかにする。 

 

3 研究課題  

図 2 に示すオクターブバンドアンテナの動作原理を

解析と実験により明らかにする。 

 

4 研究内容  

40-80GHz にわたり正面方向利得が±1dB で一定

のレベルになる解析結果が出ている。同軸ケーブルと

オクターブバンドアンテナの特性インピーダンスを広帯

域にわたり整合させている給電 部 45°切りかけ構造

の原理を調査した。それを図 3 に示す。 

また、給電部の切りかけ構造により、平衡回路－不

平衡回路の変換やインピーダンス整合は原理的には

可能である。 

 

5 まとめ 

今回、研究を行うにあたり FMCW レーダーの特徴に

ついて調べた。また、オクターブバンドアンテナの切 り

かけ同軸構造によるインピーダンス整合、オクターブバ

ンドアンテナの指向性について調査した。  

今 後の課 題 は、試 作したオクターブバンドアンテナ

をさらに測 定して広帯 域 にわたりアンテナと同軸 線 路

のインピーダンス整合および平衡回路-不平衡回路の

変換が行われていることの調査である。 

 

 

 

図 1 使用するオクターブバンドアンテナ 

 

図 2 使用するオクターブバンドアンテナのモデル  

 

図 3 給電部 45°切りかけ構造のモデル  
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